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福
祉
予
算
削
ら
な
い
で

Ｊ
Ｐ
Ｃ
代
表
ら
大
蔵
省
に
要
請

　

八
月
末
に
各
省
か
ら
提
出
さ
れ
た
昭
和
六
十
二
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
も

と
づ
い
て
、
い
ま
大
蔵
省
で
は
査
定
作
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
厚
生
省
の
来

年
度
予
算
は
自
然
増
分
だ
け
で
八
千
億
円
が
必
要
で
す
が
、
四
千
二
百
億
円
だ

け
し
か
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
分
す
ら
削
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
Ｊ

Ｐ
Ｃ
で
は
、
「
福
祉
予
算
は
削
ら
な
い
で
」
と
大
蔵
省
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。
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大蔵省に申し入れを行なう各団体の代表(10月15日)

　

十
月
十
五
日
に
大
蔵
省
に
申
入
れ
を

行
っ
た
の
は
小
林
事
務
局
長
（
全
腎
協
）

を
は
じ
め
、
心
臓
病
、
ス
全
協
、
全
肝

協
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
日
患
、
全
患

協
の
各
団
体
代
表
ら
九
人
。
大
蔵
省
主

計
局
の
三
国
谷
厚
生
担
当
主
査
に
面
会

し
、
社
会
保
障
関
係
予
算
の
増
額
を
強

く
要
望
し
ま
し
た
。

　

代
表
ら
は
「
い
ま
難
病
や
慢
性
疾
患

で
長
期
に
治
療
を
つ
づ
け
て
い
る
患
者

と
そ
の
家
族
は
、
健
保
本
人
の
一
割
負

担
、
老
人
医
療
の
有
料
化
を
は
じ
め
自

己
負
担
の
増
額
で
経
済
的
に
苦
し
ん
で

い
る
だ
け
で
な
く
、
専
門
病
院
、
専
門

医
の
不
足
、
介
護
者
の
不
足
な
ど
で
も

苦
し
ん
で
い
る
。
そ
の
上
に
、
老
人
医

療
の
自
己
負
担
分
を
大
幅
に
引
き
上

げ
、
老
人
を
病
院
か
ら
追
い
出
し
、
国

立
医
療
機
関
を
減
ら
し
、
入
院
べ
″
ド

を
減
ら
そ
う
と
し
て
い
る
。
公
費
医
療

制
度
も
見
直
そ
う
と
し
て
い
る
と
き
い

て
い
る
。
こ
れ
で
は
患
者
に
死
ね
と
い

う
の
も
同
然
だ
。
患
者
は
い
ま
、
大
蔵

省
の
予
算
編
成
作
業
を
注
目
し
て
い

る
。
社
会
保
障
予
算
は
削
ら
な
い
で
大

幅
に
増
額
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
患
者
の
実
態
を
伝

え
な
が
ら
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
要
請
は
、
①
各
種
年
金
、

手
当
額
の
引
き
上
げ
②
各
種
公
費
医
療

制
度
の
維
持
、
改
善
、
拡
充
⑤
障
害
者

・
医
療
費
控
除
額
の
引
き
上
げ
と
税
負

担
の
軽
減
④
医
療
保
険
制
度
の
給
付
率

の
引
き
上
げ
⑤
国
立
医
療
機
関
の
拡
充

な
ど
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
患
者
の
要
請
に
対
し
て
同

主
査
は
、
「
職
掌
柄
、
す
べ
て
の
要
望

に
答
え
る
立
場
に
な
い
。
ご
承
知
の
よ

う
な
財
政
事
情
の
も
と
で
、
将
来
の
高

齢
化
社
会
に
向
っ
て
、
長
期
的
に
安
定

し
て
機
能
し
得
る
制
度
の
見
直
し
が
必

要
」
と
患
者
の
実
態
、
要
求
に
は
目
を

向
け
な
い
答
弁
に
終
始
し
、
代
表
ら
の

強
い
批
判
の
声
を
あ
び
ま
し
た
。
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厚
生
省
は
、
科
学
技
術
審
議
官
を
チ

ー
フ
と
す
る
難
病
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
し
、
改
め
て
難
病
対
策
の
考

え
方
、
対
策
項
目
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
を

四
十
七
年
十
月
に
「
難
病
対
策
要
綱
」

と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
難
病
と
し
て
行
政
対
象

と
す
る
疾
病
の
範
囲
を
つ
ぎ
の
２
項
目

に
整
理
し
ま
し
た
。

　

円
原
因
不
明
、
治
療
法
未
確
立
で
あ

り
か
つ
、
後
遺
症
を
残
す
お
そ
れ
の
少

な
く
な
い
疾
病
。

　

㈲
経
過
が
慢
性
に
わ
た
り
、
単
に
経

済
的
な
問
題
の
み
な
ら
ず
介
護
な
ど
に

著
し
く
人
手
を
要
す
る
た
め
に
家
族
の

負
担
が
重
く
、
ま
た
精
神
的
に
も
負
担

の
大
き
い
疾
病
。

　

こ
れ
ら
の
疾
病
に
対
し
て
、
昭
和
四

十
七
年
度
以
降
、
①
調
査
研
究
の
推
進

②
医
療
費
自
己
負
担
の
解
消
③
医
療
施

設
の
整
備
を
三
本
柱
と
す
る
対
策
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん
、
脳
卒
中
、
心

臓
病
、
精
神
病
な
ど
の
よ
う
に
別
の
対

策
が
す
で
に
あ
る
も
の
は
こ
の
対
象
か

ら
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

嘔槃の種類

特定疾恋調査研究

心身障害研究
抑経疾心研究

難病対策の概要

　　　

対策の進め方

難病対策として取吐げる疾病の範呵

仙町噺究の推進

特定疾患治療研究
小児慢性特定疾忠治

　

療研究
育成医療

皿生医療
垂症心身障書児(者)

　

措沢
逃行性筋萎縮症児

　

(名‘)措置

CI)原|人|不11JI，治療方法未確

　

立であり，かつ,後遺症を

　

残すおそれが少なくない

　

疾病〔例:スモン，ベーチ

　

ェット病,'収症筋無力症〕

Ｏ

特
定
疾
患
調
査

研
究
事
業

　

昭
和
四
十
七
年
度
、
多
発
性
硬
化
症

・
ス
モ
ン
・
重
症
筋
無
力
症
・
ベ
ー
チ

エ
ｒ
＼
卜
病
・
仝
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ

ス
・
再
生
不
良
性
貧
血
・
サ
ル
コ
イ
ド

ー
シ
ス
ー
難
治
性
の
肝
炎
の
八
疾
患
を

対
象
と
し
た
八
班
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
昭
和
五
十
年
度
ま
で
に
四
十
疾

患
四
十
班
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
は
既
存
の
研

恥庄心身障害児く一昔)

　

施設

進行性筋萎縮症児

　

〈者〉施設

抑経センター

　　　　　　

等整備

(3)医蝦催|聡整備

イー，腎不全（人工透析

対匁者）〕

究
班
の
再
編
成
と
新
た

な
研
究
の
展
開
を
め
ざ

し
て
、
免
疫
異
常
の
発

症
機
序
、
呼
吸
不
全
、

難
病
の
疾
患
モ
デ
ル
な

ど
テ
ー
マ
別
研
究
も
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
は
四
十
三
の
研
究

班
が
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

特
定
疾
患
調
査
研
究

の
テ
ー
マ
は
、
厚
生
大

臣
の
私
的
諮
問
機
関
で

あ
る
特
定
疾
患
対
策
懇

談
会
の
意
見
を
聞
い
て

決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
研
究
班
の
個
別
の
研
究
成
果

は
、
毎
年
、
研
究
報
告
書
と
し
て
班
別

に
公
表
さ
れ
て
お
り
、
各
大
学
医
学
部

の
図
書
館
で
そ
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
各
班
別
の
研
究
成
果
の
要
約
も
、

抄
録
集
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
定
疾
患
調
査
研
究
の
他
に
、
心
身

障
害
研
究
費
に
よ
る
小
児
慢
性
疾
患
な

ど
の
研
究
（
児
童
家
庭
局
母
子
衛
生

課
）
、
神
経
疾
患
研
究
委
託
費
に
よ
る

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
精
神
神
経
障
害

の
研
究
（
保
健
医
療
局
国
立
療
養
所
課
）

な
ど
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
定
疾
患
治
療

研
究
事
業

　

難
病
に
は
種
々
の
疾
病
か
含
ま
れ
る

の
で
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
医
療
費
の
補

助
制
度
も
多
様
で
あ
り
、
特
定
疾
患
治

療
研
究
費
、
小
児
慢
性
疾
患
治
療
研
究

費
・
更
生
医
療
費
・
育
成
医
療
費
・
重

症
心
身
障
害
児
措
置
費
・
進
行
性
筋
萎

縮
症
児
措
置
費
な
ど
の
名
目
に
よ
っ

て
、
医
療
費
の
公
費
負
担
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

昭
和
六
十
一
年
三
月
末
現
在
。
特
定

疾
患
治
療
研
究
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
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の
は
、
二
十
七
の
疾
患
で
あ
り
ま
す
が
、

昭
和
六
十
一
年
一
月
か
ら
表
皮
水
庖
症

　

（
接
合
部
型
及
び
栄
養
障
害
型
）
が
加

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
疾
病
に
罹
患
し
た
人
に

は
、
申
請
に
よ
り
社
会
保
険
各
法
の
規

定
に
も
と
づ
く
医
療
費
の
自
己
負
担
分

か
、
国
と
都
道
府
県
か
ら
補
助
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
入
院
時
の
差
額
べ
。
ト
料

や
介
護
人
の
費
用
な
ど
は
対
象
外
で
あ

り
ま
す
。

　

特
定
疾
患
治
療
研
究
対
象
疾
患
は
、

年
々
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
対
象
疾

患
は
、
特
定
疾
患
調
査
研
究
事
業
に
お

い
て
取
り
扱
っ
て
い
る
疾
患
の
う
ち
、

診
断
技
術
が
一
応
確
立
し
、
か
つ
難
治

度
、
重
症
度
が
高
く
、
患
者
数
が
比
較

的
少
な
い
た
め
公
費
負
担
の
方
法
に
よ

り
受
療
を
促
進
し
な
い
と
原
因
の
究
明

や
治
療
方
法
の
開
発
等
に
困
難
を
き
た

す
お
そ
れ
の
あ
る
疾
患
に
つ
き
、
特
定

疾
患
対
策
懇
談
会
の
意
見
を
聞
い
て
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Λ
つ
づ
く
▽

特定疾患治療研究対象疾患一覧

疾　　　忠　　　Ｚ 実施年月日

総　　　　　　　　　数

１．ベ　ー　チ　ェ　　ッ　　|ヽ　病

２．多　　発　　性　　硬　　化　　症

3. t　　痙　　筋　　無　　力　　症

４．全身性エリテマトーデス

５．ス　　　　　　　モ　　　　　　　ン

６．再　生　　不　良　性　貧　皿

７．サ　ル　コ　イ　　ド　ー　シ　ス

８，筋　萎　縮　性　囲　索　硬　化　症

９．強皮症，皮膚筋炎及び多延性前肢

10.特発性血小板蔵少佐紫斑病

11 . 桔　陥　性　動　脈　周　囲　肢

12. Hi　　悔　　性　　大　　腸　　肢

13.大　動　脈　　肢　症　候　群

14.ビ　　ュ　　ル　　ガ　　ー　　病

15.天　　　　　　　抱　　　　　　　煩

16.脊　髄　小　脳　変．性　症

17.ク　　　ロ　　　ー　　　ン　　　病

18，難治性の肝吸のうち劇症肝吸

19. m　性　関　節　リ　ュ　ウ　マ　チ

20.パ　ー　　キ　　ン　　ソ　　ン　　病

21. 7　ミ　ロ　イ　　ド　ー　シ　ス

22.後　縦　靭　帯　骨　化　症

23.ハ　ン　チ　ン　|ヽン　舞　踏　病

24.ウ　イ　リ　ス　動　脈　輪　閉　塞症

25.ウ　ェ　ゲ　ナ’一　肉　芽　睡　症

26.特発性拡張型（うっ|此型）心筋症

27.シャイ・　ドレーガー症候群

28.表皮水泡症（接合部型及び栄養障害型）

昭47年４月

　　48年４月

　　47年４月

　　48年４月

　　49年10月

　　50年10月

　　51年10月

　　52年10月

　　53年10月

　　54年10月

　　55年12月

　　56年10月

　　57年10月

　　59年１月

　　60年１月

　　61年１月

62年１月実施

資桝

　

厚生竹保健医局結核難病感染症課調べ。
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▽
５
日

　

中
央
薬

　

［

１ ９１
日
］

事
審
、
イ
ン
タ
ー

　

フ
ェ
ロ
ン
を
Ｂ
型
慢
性
肝
炎

　

治
療
薬
に
承
認
。

　
　

▽
５
ヨ

　

社
会
保
障
研
究

　

所
が
ま
と
め
た
五
十
九
年
度

　

社
会
保
障
給
付
費
は
、
総
額

　

三
十
三
兆
五
千
七
百
七
十
億

　

円
で
伸
び
率
は
五
こ
二
％
。

　
　

▽
ｚ
‐
）
日

　

厚
生
省
が
発
表

　

し
た
「
長
者
番
付
」
で
は
、

百
歳
以
上
の
人
は
、
男
三
百
六

女
一
千
四
百
九
人
。

　

▽
‐
日

　

老
人
保
健
法
な
ど
を
審
識
す

る
臨
時
国
会
が
開
会
。

　

▽
1
5
日

　

厚
生
省
が
発
表
し
た
政
管
健

保
の
六
十
年
度
収
支
決
算
で
は
、
一
割
自

己
負
担
導
入
な
ど
で
三
千
億
円
の
黒
字
。

　

▽
1
7
ヨ

　

厚
生
省
が
ま
と
め
た
「
医
薬

品
副
作
用
モ
ニ
タ
ー
報
告
」
で
、
昨
年
度

発
生
し
た
薬

害
は
八
百
三

　

政
管
健
保
黒
字
最
高

　

政
府
管
掌
健
康
保
険
の
六
十
年
度
決

算
が
最
高
の
三
千
億
円
の
黒
字
と
計
上

し
、
こ
れ
で
五
年
連
続
黒
字
を
記
録
し

ま
し
た
。

　

黒
字
額
が
過
去
最
高
に
な
っ
だ
の
は

件
に
の
ほ
る
。

　

▽
2
2
日

　

国
民
健
康
保
険
中
央
会
が
ま

と
め
た
国
保
の
収
入
状
況
は
、
過
去
最
高

の
一
千
七
百
七
十
億
円
の
赤
字
。

｢ﾘ｣

▽
５
日

　

中
央
公
害
対
策
審
議

員
会
は
全
国
四
十
一
ヵ
所
の
大
気
汚
染
指

定
地
域
を
全
面
解
除
し
新
し
い
患
者
の
認

定
は
行
わ
な
い
と
の
答
申
を
ま
と
め
た
。

　

▽
４
日

　

厚
生
省
は
今
年
か
ら
毎
年
十

月
を
「
腎
移
植
推
進
月
間
」
と
し
四
日
、

東
京
で
「
腎
移
植
推
進
国
民
大
会
」
を
開

き
、
厚
相
や
都
知
事
ら
が
腎
バ
ン
ク
ヘ
の

登
録
を
呼
び
か
け
た
。

　

▽
８
日

　

厚
生
省
の
「
救
急
病
院
・
診

療
所
検
討
委
員
会
」
で
は
、
救
急
医
療
の

対
象
を
内
科
系
の
急
病
人
に
も
広
げ
る
こ

と
を
決
め
、
報
告
書
を
同
省
に
提
出
。

　

▽
1
5
日

　

厚
生
省
が
発
表
し
た
「
六
十

一
年
度
都
道
府
県
別
健
康
マ
ッ
プ
」
で
は

乳
が
ん
の
死
亡
は
大
都
市
に
多
く
、
肝
臓

疾
患
は
西
日
本
に
多
い
。

「
改
正
」
健
康
保
険
法
の
施
行
に
よ
っ

て
保
険
加
入
者
本
人
の
医
療
費
に
Ｉ
割

自
己
負
担
制
が
と
ら
れ
た
た
め
、
受
診

の
手
ぴ
か
え
が
広
が
っ
て
い
る
た
め
と

み
ら
れ
ま
す
。
健
保
財
政
の
黒
字
が
ふ

え
て
い
る
裏
で
は
、
国
民
の
健
康
破
壊

が
す
す
み
有
病
率
は
史
上
最
悪
で
す
。

／９１
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成
果
は
め
ざ
ま
し
く
上
が
り
ま
し
た
。

当
時
、
高
熱
、
全
身
の
関
節
痛
、
紅
斑

な
ど
に
悩
ま
さ
れ
、
病
院
を
転
々
と
し

て
い
た
患
者
ら
も
今
で
は
、
正
し
い
医

療
を
受
け
、
病
気
を
理
解
し
、
日
常
生

活
上
の
注
意
を
よ
く
守
っ
て
療
養
生
活

を
続
け
る
な
ら
ば
、
普
通
の
生
活
を
送

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

1
5
年
の
節
目
に
立
っ
て

　

今
年
、
「
全
国
膠
原
病
友
の
会
」
は

十
五
年
目
を
迎
え
ま
す
。
友
の
会
で
は

　

「
膠
原
病
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
高

め
、
明
る
い
療
養
生
活
を
送
る
と
共
に
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
り
、
病
気
の

原
因
究
明
と
治
療
法
の
確
立
と
社
会
対

策
を
推
進
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
、

①
膠
原
病
医
療
講
演
会
等
に
よ
っ
て
正

し
い
知
識
を
習
得
す
る
②
医
療
相
談
会

・
生
活
福
祉
相
談
会
の
開
催
⑤
機
関
誌

「
膠
原
」
の
発
行
、
④
他
の
難
病
団
体

と
の
連
携
⑤
国
、
地
方
自
治
体
に
医
療

保
障
、
生
活
保
障
の
要
求
⑥
病
気
の
原

因
究
明
、
治
療
法
の
確
立
、
社
会
復
帰

対
策
の
要
請
な
ど
様
々
な
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

全
体
と
し
て
膠
原
病
患
者
を
と
り
ま
く

情
勢
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
「
特
定
疾
患
調
査
研
究
事
業
」
と

　

「
治
療
研
究
事
業
」
が
後
退
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
願
い
、
十
五
年
目
の
節

目
を
明
る
く
生
き
る
仲
間
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
、
全
国
十
六
支
部
、
二
千
三
百

人
の
会
員
と
と
も
に
、
い
っ
そ
う
会
活

動
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
務
局

　

〒
一
五
八

　

東
京
都
世
田
谷

　
　
　
　

区
瀬
田
五
－
二
四
－
一
九
。

　
　
　
　

寺
山
ゑ
み
方

ｊ電
ごに'=‘j'……='-･i‥‥‥‥‥
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全国膠原痛友の会

話

　

○
三
１
七
〇
〇
－
六
〇
八
三

､|ｐ參の抑間？１'86即

てせ全いう

　　

し症さ気
いは国1一一し友み状れ自昭

　

友

だ

　

｀の汽たのはにて体和

　

の

。当膠り患会だ悩お

　

ヽ四

　

会
難時原っ者がいまら医十

　

の
病保病切らで゛｀ヽさず学六

　

発
友健患斎のきんれ

　

｀界年

　

足
の同者Ｊ¬だなる原で

　

｀
会人か燃同きも患因も当
連社らり

　

病っの者不は時
絡内のかのかで゛の明とは
会に問臭友けし不のん膠

゜作いでがはた安様ど原
にらあしほ

　

｀

　

゜と々理病
殺れわべしそ

　

苦な解病

到
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
、

河
野
さ
ん
、
森
田
さ
ん
と
い
う
二
人
の

患
者
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
昭
和
四
十

六
年
六
月
、
約
四
十
名
の
会
員
と
と
も

に
「
膠
原
病
友
の
会
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
も

と
り
あ
げ
ら
れ
、
同
年
十
一
月
二
十
八

日
、
東
京
の
主
婦
連
会
館
で
設
立
総
会

が
開
か
れ
、
全
国
膠
原
病
友
の
会
は
正

式
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

膠
原
病
と
は

　

膠
原
病
は
、
免
疫
の
異
常
に
よ
り
、

自
分
の
身
体
の
組
織
に
対
す
る
抗
体
が

で
き
て
し
ま
い
、
皮
膚
や
関
節
、
骨
な

ど
の
結
合
組
織
が
抗
体
に
よ
っ
て
破
壊

さ
れ
た
結
果
、
炎
症
を
お
こ
し
発
病
す

　

る
結病
合気
組の
織総
と

　

称
はを

　

｀意
皮味
固

　

し
やま

臓す
器

　

゜
な

ど

を
つ
な
ぐ
組
織
の
こ
と
で
、
こ
の
な
か

の
膠
原
繊
維
と
い
う
と
こ
ろ
に
炎
症
が

お
こ
る
と
こ
ろ
か
ら
″
膠
原
病
″
と
い

う
名
前
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
結
合
組

織
は
全
身
に
存
在
し
、
身
体
の
様
々
な

と
こ
ろ
に
症
状
が
表
わ
れ
、
そ
の
症
状

に
よ
っ
て
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス

ー
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
強
皮
症
な
ど
、

明
る
く
生
き
る
仲
間
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

全
国
膠
原
病
友
の
会

十
二
の
病
名
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
熱
や
関
節
炎
、
皮
膚
症
状
な
ど
が
共

通
し
た
症
状
と
し
て
み
ら
れ
、
ア
レ
ル

ギ
ー
体
質
の
人
が
か
か
り
や
す
い
、
二

十
代
か
ら
四
十
代
の
働
き
盛
り
の
人
に

多
く
、
女
性
が
圧
倒
的
に
多
い
な
ど
の

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
根
本
的
な
治
療
方
法

は
見
つ
か
つ
て
い
ま
せ
ん
が
、
昭
和
四

十
八
年
、
厚
生
省
に
専
門
医
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
組
織
さ
れ
、
研

究
班
が
発
足
し
て
以
来
、
治
療
研
究
の



病気なんかに負けないぞ/

肝
炎
と
の
出
会
い

　

年
末
年
始
の
家
族
旅
行
を
南
房
総
の

国
民
宿
舎
で
過
し
た
昭
和
六
十
年
の
正

月
の
二
日
、
突
然
の
腹
痛
に
お
そ
わ
れ
、

一
晩
中
も
だ
え
苦
し
み
ま
し
た
。

　

旅
先
で
の
胆
石
発
作
だ
っ
た
の
で

す
。
や
っ
と
の
思
い
で
帰
宅
し
、
た
だ

ち
に
入
院
と
な
り
ま
し
た
。
血
液
検
査

の
結
果
、
肝
機
能
も
悪
く
、
胆
石
手
術

の
前
に
、
ま
ず
肝
炎
の
治
療
が
必
要
と

な
り
、
毎
日
の
点
滴
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
が
私
の
慢
性
肝
炎
に
よ
る
三

回
目
の
長
期
療
養
の
は
じ
ま
り
で
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
最
初
の
肝
炎
発
病

は
昭
和
四
十
五
年
八
月
、
三
十
歳
の
と

き
で
し
た
。
徹
夜
が
つ
づ
く
無
理
な
生

活
が
発
病
の
原
因
で
し
た
が
、
約
四
十

日
間
の
入
院
で
も
肝
機
能
は
正
常
に
も

ど
ら
な
い
ま
ま
慢
性
肝
炎
と
い
う
病
名

を
も
ら
っ
て
の
退
院
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
当
時
は
肝
炎
が
後
々
ま
で
私
を

苦
し
め
悩
ま
せ
る
難
病
で
あ
る
な
ど
と

は
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

Ｃ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
痛
く
も
蝉
く
も
な
く
、

ち
ょ
っ
と
疲
れ
る
程
度
で
、
食
べ
る
も

の
は
な
ん
で
も
食
べ
ら
れ
、
健
康
な
人

と
同
様
に
生
活
で
き
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
肝
臓
の
な
か
で
は
肝
炎
ウ

ィ
ル
ス
が
巣
く
い
、
ひ
と
つ
し
か
な
い

大
切
な
肝
臓
の
細
胞
を
容
赦
な
く
大
量

に
破
壊
し
つ
づ
け
て
い
た
の
で
す
。

　

病
気
と
自
己
と
の
闘
い

　

肝
炎
が
慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
に
進

み
、
さ
ら
に
か
な
り
の
率
で
肝
癌
に
な

っ
て
い
く
こ
と
、
結
核
の
治
療
薬
の
よ

う
に
顕
著
に
効
果
の
あ
る
薬
は
肝
炎
に

は
な
い
こ
と
、
安
静
と
食
事
療
法
が
一

番
の
治
療
法
で
し
か
な
い
こ
と
な
ど
を

知
っ
だ
の
は
か
な
り
後
で
、
大
変
な
病

気
に
な
っ
た
と
愕
然
と
し
ま
し
た
。

　

毎
日
、
毎
日
、
薬
を
飲
み
、
肝
機
能

が
高
く
な
る
と
静
脈
注
射
や
点
滴
を

し
、
仕
事
を
休
む
、
存
分
な
仕
事
も
、

好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
も
制
限
さ
れ
、
何
事

も
病
気
と
相
談
し
て
か
ら
と
い
う
生
活

に
な
り
ま
し
た
。
病
気
に
対
す
る
不
安
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

仕
事
や
生
活
の
心
配
、
焦
燥
が
い
つ
も

つ
き
ま
と
い
、
「
病
気
を
苦
に
自
殺
」

な
ど
の
記
事
を
読
ん
だ
り
す
る
と
、
生

き
る
自
信
を
失
う
と
き
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
死
ぬ
わ
け
に
は
い
か
な
い
、

妻
や
子
供
た
ち
の
た
め
に
も
病
気
を
克

服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
時
に
は

な
げ
や
り
な
気
持
ち
に
な
る
の
を
押
さ

え
、
闘
争
心
を
か
り
た
て
て
き
ま
し
た
。

　

肝
臓
に
よ
く
効
く
も
の
が
あ
れ
ば
、

な
ん
で
も
た
め
し
て
み
ま
し
た
。
漢
方

薬
、
鍼
灸
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
玄
米
食
な

ど
な
ど
。
し
か
し
、
私
の
慢
性
肝
炎
は

一
時
的
に
良
く
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も

治
癒
し
た
と
い
う
状
態
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
ま
っ
た
く
や
っ
か
い
な
病
気
を
煩

っ
た
も
の
だ
と
嘆
く
ば
か
り
で
す
。

　

そ
も
そ
も
私
の
肝
炎
は
、
二
十
歳
の

と
き
の
肺
切
除
手
術
の
輸
血
に
原
因
が

あ
る
よ
う
で
、
当
時
の
売
血
の
な
か
に

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
が
混
入
し
て
い
た
よ
う

で
す
。
そ
し
て
、
い
ま
だ
に
ウ
ィ
ル
ス

の
正
体
が
つ
か
め
て
い
な
い
非
Ａ
非
Ｂ

型
の
活
動
性
の
強
い
肝
炎
な
の
で
す
。

　

肝
炎
撲
滅
を
信
じ
て

わ
め
て
高
い
状
態
（
G
O
T
7
0
0
、
G
P

T
8
0
0
、
ｙ
－
G
T
P
5
0
0
）
が
半
年
以
上

も
つ
づ
き
、
胆
石
を
か
か
え
た
ま
ま
の

胆
の
う
炎
、
黄
疸
の
出
現
、
発
熱
と
腹

痛
の
く
り
か
え
し
な
ど
さ
ん
ざ
ん
苦
し

み
ま
し
た
。
し
か
も
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ

ン
や
免
疫
抑
制
剤
な
ど
の
副
作
用
の
強

い
薬
も
大
量
に
使
用
し
た
た
め
、
そ
の

副
作
用
に
よ
る
苦
痛
も
大
変
で
し
た
。

　

入
院
、
療
養
と
合
せ
て
一
年
六
ヵ
月
、

仕
事
を
休
め
る
期
間
も
な
く
な
り
、
現

在
も
G
O
T
2
0
0
、
G
P
T
5
0
0
と
肝
機
能

が
高
い
状
態
で
点
滴
治
療
を
つ
づ
け
な

が
ら
勤
務
し
て
い
ま
す
。
収
入
は
減
少

し
、
医
療
費
な
ど
出
費
は
結
構
か
さ
み
、

中
学
生
の
娘
を
二
人
か
か
え
た
妻
の
や

り
く
り
も
大
変
で
す
。
い
つ
ま
た
入
院

に
追
い
こ
ま
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
あ
ま
り
悲
観
し
な
い
こ
と

に
し
ま
し
た
。
肝
炎
も
遠
く
な
い
将
来
、

２７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

必
ず
や
撲
滅
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
信
じ
、

的
確
な
治
療
法
が
生
み
だ
さ
れ
る
こ
と

　

‥
‐

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
あ
せ
ら
ず
、
明

る
く
希
望
を
も
っ
て
、
果
て
な
い
肝
炎

と
の
闘
い
を
つ
づ
け
る
つ
も
り
で
す
。

　
　
　

（
日
野
市
肝
臓
病
友
の
会
所
属
）

　

三
回
目
の
入
院
は
長
く
て
つ
ら
い
入

院
生
活
と
な
り
ま
し
た
。
肝
機
能
が
き

86･闘象參の抑闇
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－
第
２
回
幹
事
会

資
金
造
成
計
画
や

事
業
活
動
を
協
議

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
十
月
十
、
十
一
日
、
第
二
回

幹
事
会
を
東
京
・
五
反
田
の
全
社
連
会
館

で
開
き
ま
し
た
。
幹
事
会
に
は
、
長
代
表

幹
事
ら
十
二
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

幹
事
会
で
は
、
一
ヵ
月
余
り
後
に
せ
ま

っ
た
「
日
本
の
医
療
、
福
祉
と
患
者
運
動

を
考
え
る
全
国
交
流
集
会
ち
」
に
向
け
て
、

こ
の
集
会
に
提
出
す
る
基
調
報
告
の
討
議

と
、
当
日
の
任
務
分
担
、
配
布
資
料
、
財

政
対
策
、
そ
の
他
集
会
の
成
功
の
た
め
の

準
備
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
ま
し
た
。

２回幹事会
皿広言ｊ －－
東京・全社連会館で行われた第

　

基
調
報
告
の
討
議
で
は
、
こ
の
集
会
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
地

域
の
医
療
」
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で

い
く
か
を
中
心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
話
し
合
い
の
中
で
特
に
強
調
さ
れ
た

の
は
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
で
こ
れ

に
患
者
運
動
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
べ
き
な
の
か
、
患
者
の
求
め
る
「
地

域
医
療
」
と
は
何
な
の
か
、
地
域
医
療
づ

く
り
の
た
め
に
患
１
　
、
住
民
、
保
健
所
、

福
祉
事
務
所
、
医
師
会
な
ど
と
ど
の
よ
う

に
連
携
し
て
い
く
か
、
結
成
宣
言
の
「
人

間
性
復
権
の
闘
い
」
の
視
点
を
地
域
医
療

づ
く
り
の
中
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
、

新
医
療
法
に
も
と
づ
く
「
地
域
医
療
計
画
」

を
ど
の
よ
う
に
み
る
か
、
患
１
　
、
家
族
の

実
態
を
ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
か
な
ど
で

し
た
。

　

次
に
、
第
一
回
の
幹
事
会
で
決
め
た
国

会
請
願
署
名
の
全
国
街
頭
署
名
統
一
行
動

に
つ
い
て
も
話
し
合
い
ま
し
た
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
ま
だ
事
務
局
。
加
盟
団
体
と

も
に
遅
れ
て
お
り
、
十
一
月
一
日
の
全
国

統
一
行
動
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
事
務
局

の
準
備
を
す
す
め
、
加
盟
団
体
に
取
り
組

み
の
強
化
を
お
願
い
す
る
こ
と
、
宣
伝
に

役
立
つ
チ
ラ
シ
も
早
急
に
つ
く
る
こ
と
な

ど
も
決
め
ま
し
た
。

　

来
年
度
予
算
編
成
作
業
は
い
ま
大
蔵
省

で
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
と

し
て
社
会
保
障
予
算
の
増
額
を
求
め
る
た

Ｏ

め
の
意
志
表
示
、
要
請
行
動
が
必
要
で
あ

る
こ
と
も
話
し
合
わ
れ
、
十
月
十
五
日
に

在
京
団
体
を
中
心
に
大
蔵
省
に
申
し
入
れ

を
行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
（
一
面
参

照
）
。

　

企
画
・
事
業
部
か
ら
は
、
財
政
活
動
と

し
て
の
物
品
販
売
活
動
計
画
、
協
力
会
員

制
度
の
採
用
、
患
者
や
障
害
者
の
誰
で
も

が
参
加
で
き
る
行
事
企
画
な
ど
が
提
案
さ

れ
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
っ
て

得
た
資
金
を
活
用
し
た
検
診
活
動
。
相
談

活
動
、
講
演
活
動
、
研
修
・
学
習
活
動
な

ど
の
事
業
計
画
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
企
画
の
細
部
に
わ
た
る
内
容

に
つ
い
て
は
、
業
者
、
加
盟
団
体
、
そ
の

他
の
関
係
方
面
と
の
検
討
が
必
要
で
あ
り

明
ら
か
に
で
き
る
段
階
に
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
幹
事
会
と
し
て
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
お
よ
び

加
盟
団
体
の
財
政
活
動
に
役
立
ち
、
Ｊ
Ｐ

Ｃ
の
活
動
を
大
き
く
広
げ
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
し
て
取
り
組
む
方
向
で
前
向
き
に

具
体
化
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
具
体
化
し
た
段
階
で
加
盟
団
体
と
も

拒
談
し
、
本
誌
上
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
他
、
役
員
な
ど
の
旅
費
支
給
基
準

を
決
め
十
一
月
一
日
か
ら
実
施
し
て
い
く

こ
と
、
交
流
集
会
で
は
各
会
の
活
動
に
役

立
つ
図
書
の
販
売
も
行
う
こ
と
な
ど
を
決

め
、
交
流
集
会
の
成
功
を
決
意
し
て
幹
事

会
を
終
り
ま
し
た
。

ｉ
ｌ
、
四
ｊ
ｌ
ｌ
四
－
ｙ
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干
甫
尹
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◆
特
定
疾
患
通
院
交
通
費
補
助
事
業

　
　

［
対
象
］

　

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

　
　

対
象
患
者
。

　
　

【
支
給
内
容
】

　

月
額
千
円
（
年
二
回

　
　

支
給
）
、
所
得
制
限
な
し
。

｡|Ｐ０の抑闇１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

◆
人
工
透
析
患
者
通
院
交
通
費
補
助
事
業

　

。
－
‥

　
　

【
対
象
一

　

腎
不
全
（
血
液
透
析
）
患

　

Ｍ

　
　

者
。

　
　

【
支
給
内
容
一

　

月
額
五
千
円
を
超
え

　
　

た
全
額
、
支
給
金
額
の
二
分
の
一
ず

県福

　

島

　
　

つ
を
県
と
市
町
村
が
負

　
　

担
、
所
得
制
限
あ
り
。

◆
夜
間
透
析
補
助
金

　
　

【
対
象
一

　

三
時
以
降
透

　
　

析
を
行
う
施
設

　
　

【
支
給
内
容
】

　
　

一
施
設

　
　

あ
た
り
五
十
万
円
を
五

　
　

十
八
年
よ
り
実
施
。

◆
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

　

公
費
負
担
事
業

　

【
対
象
】

　

身
体
障
害
者
手
帳
一
、
二

　
　

級
、
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者
、
I
Q
5
5

　
　

以
下
の
者
。

　
　

【
支
給
内
容
一

　

医
療
費
の
自
己
負
担

　
　

分
全
額
公
費
負
担
。
所
得
制
限
あ
り
。

◆
難
病
医
療
・
生
活
相
談
委
託
事
業

　

毎
年
十
二
、
三
ヵ
所
で
実
施
。
県
よ
り

　

七
十
万
円
の
補
助
。

◆
そ
の
他

　

四
頭
筋
集
団
検
診
。

２２



たＪちり匪のｊ駆交差点

　

大
気
汚
染
に
よ
る
公
害
病
患
者
を
救
済

す
る
た
め
の
公
害
健
康
被
害
補
供
制
度
の

う
ち
、
指
定
地
域
の
全
面
解
除
や
新
規
患

者
の
認
定
を
打
ち
き
る
な
ど
見
直
し
を
審

議
決
定
秒
読
み
の
報
道
が
突
如
行
わ
れ

た
。
何
た
る
暴
挙
、
何
た
る
非
道
。
私
自

身
、
慢
性
気
管
支
炎
、
肺
気
腫
二
つ
の
疾

病
を
併
せ
も
つ
】
級
認
定
の
重
症
患
者
で

瞬
時
も
サ
ン
ソ
を
離
せ
ぬ
重
症
で
あ
る
。

四
十
歳
後
半
頃
被
災
し
五
十
歳
で
職
に
つ

け
な
く
な
り
呼
吸
不
全
に
喘
い
だ
。
老
後

の
た
め
と
貯
め
た
小
金
も
霧
散
し
、
妻
は

私
の
介
護
と
世
帯
の
や
り
く
り
で
十
年
早

く
老
け
た
。
六
年
前
に
や
っ
と
認
定
を
受

け
、
最
低
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

産
業
界
は
「
こ
こ
十
年
余
り
の
間
に
大

気
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
の
に
患
者
が

増
え
続
け
て
い
る
の
は
お
か
し
い
」
と
制

度
の
見
直
し
を
求
め
た
と
い
う
が
、
イ
オ

ウ
酸
化
物
の
排
出
が
な
く
な
っ
た
の
で
は

な
く
汚
染
地
域
が
拡
散
し
、
そ
れ
に
加
え

て
自
動
車
の
排
ガ
ス
を
主
犯
と
す
る
局
地

汚
染
や
複
合
汚
染
は
む
し
ろ
増
え
続
け
て

い
る
一
方
で
あ
る
。
四
日
市
訴
訟
な
ど
の

公
害
裁
判
で
次
々
と
被
害
住
民
側
が
勝
訴

し
た
社
会
的
背
景
を
ふ
ま
え
産
業
界
の
早

手
廻
し
が
今
次
見
直
し
の
本
意
で
は
な
い

の
か
。
わ
が
家
で
は
今
の
と
こ
ろ
直
接
の

公
害
被
害
者
は
私
一
人
だ
が
、
妻
や
子
、

孫
た
ち
は
い
つ
か
被
災
す
る
で
あ
ろ
う
公

害
病
患
者
の
予
備
軍
で
あ
る
。
公
害
病
は

一
日
や
二
日
吸
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
罹
患

す
る
も
の
で
は
な
い
。
必
ず
数
力
月
、
何

年
間
潜
伏
期
間
が
あ
る
。
今
日
新
し
い
患

者
が
で
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

群
難
連
で
は
ま
だ
難
病
連
の
存
在
を
知

ら
ず
一
人
で
難
病
と
闘
い
苦
し
ん
で
い
る

人
達
が
山
間
山
村
で
は
多
く
見
ら
れ
、
ま

た
福
祉
の
受
け
方
も
知
ら
な
い
人
達
の
た

め
に
今
回
、
初
の
試
み
と
し
て
群
馬
県
小

野
上
村
役
場
の
後
援
の
も
と
に
、
小
野
上

温
泉
セ
ン
タ
ー
（
村
営
）
に
お
い
て
入
場

者
二
千
人
の
な
か
か
ら
難
病
に
苦
し
む
本

人
、
家
族
の
相
談
を
受
け
た
。
こ
の
催
し

に
つ
い
て
は
難
病
連
役
員
一
丸
と
な
り
、

各
扱
員
の
担
当
を
決
め
る
と
同
時
に
県
難

病
相
談
貝
に
は
難
病
関
係
の
福
祉
法
を
担

当
い
た
だ
き
、
ま
た
群
難
連
顧
問
医
師
の

丸
江
好
二
先
生
の
ご
協
力
を
得
て
、
ど
ん

な
難
病
に
対
し
て
も
即
答
で
き
る
万
全
の

体
制
を
整
え
た
。

　

ま
た
、
新
聞
社
に
も
連
絡
し
、
翌
日
の

17･

新
聞
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
。
群
馬
県
民

に
Ｐ
Ｒ
し
た
成
果
に
つ
い
て
は
、
約
二
十

名
の
方
が
相
談
に
訪
れ
、
午
前
十
一
時
よ

り
午
後
三
時
ま
で
の
間
、
こ
と
細
か
く
説

明
し
、
昼
食
を
と
る
間
も
な
か
っ
た
。
各

役
員
は
汗
だ
く
と
な
り
、
な
か
に
は
説
明

に
と
ま
ど
い
先
生
に
助
け
を
求
め
る
役
員

も
あ
っ
た
ほ
ど
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
　

一
方
、
腎
バ
ン
ク
提
供
の
ビ
ラ
及
び
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
三
百
枚
ほ
ど
配
布

し
、
一
般
入
場
者
に
理
解
を
求
め
、
説
明

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
、
反
省
会
を
開

き
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
次
回
も
我
々
が
事

務
所
に
ば
か
り
と
じ
こ
も
ら
ず
積
極
的
に

出
向
き
、
協
力
、
指
導
を
行
い
、
一
人
で

な
や
む
人
達
に
出
来
る
限
り
助
力
す
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
い
、
活
動
の
成
果
を
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
、
行
政
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
と

の
結
論
を
得
た
。

　

こ
の
夏
の
あ
る
朝
、
新
聞
を
読
ん
で
い

た
ら
、
。
体
育
に
「
武
道
」
復
活
″
の
見

出
し
が
目
に
と
ま
っ
た
。

　

読
ん
で
み
る
と
、
文
部
省
の
教
育
課
程

審
議
会
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
中
学
・
高
校

の
男
子
の
必
須
課
目
で
あ
る
と
こ
ろ
の

　

「
格
技
」
（
相
撲
ｉ
中
学
の
み
Ｉ
と
柔
道
、

剣
道
）
の
名
前
を
「
武
道
」
と
す
る
こ
と

　

２

で
合
意
し
た
と
あ
る
。

　
　

「
戦
後
政
治
の
総
決
算
路
線
の
教
育
版

で
は
な
い
か
」
と
考
え
な
が
ら
辞
省
を
見

た
ら
、
「
武
道
と
は
武
士
の
道
、
武
士
と

し
て
守
る
べ
き
道
」
と
あ
っ
た
。

　

私
は
大
正
末
期
の
生
ま
れ
だ
か
ら
、
あ

の
侵
略
戦
争
下
の
体
験
を
少
な
か
ら
ず
し

て
い
る
。
「
武
道
」
は
中
学
校
の
必
須
課

目
で
、
少
尉
だ
っ
た
か
中
尉
の
教
官
に
随

分
と
し
ご
か
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
で

も
「
強
い
兵
隊
に
な
る
た
め
に
」
と
、
さ

ほ
ど
苦
し
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
だ
か

ら
、
思
想
動
員
と
い
う
の
は
恐
ろ
し
い
。

　

と
こ
ろ
で
戦
争
中
は
、
銃
を
も
て
な
い

病
人
や
障
害
者
は
非
国
民
扱
い
を
さ
れ
た

が
、
「
武
道
」
復
活
は
中
曽
根
首
相
の
持

論
で
あ
る
「
強
い
日
本
人
づ
く
り
」
と
か

か
わ
り
な
し
と
は
思
え
な
い
。
そ
う
だ
と

す
る
と
「
武
道
」
復
活
が
、
こ
う
い
う
思

想
へ
の
復
活
に
な
ら
な
い
と
い
う
保
障
は

な
い
の
で
は
な
い
か
。
不
安
で
あ
る
。

　

投
稿
募
集
中
／

　

編
集
部
で
は
、
皆
様
の
投
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
内
容
で

も
結
構
で
す
。
原
稿
用
紙
六
百
字
程

度
に
ま
と
め
て
『
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
仲
間
』

編
集
部
宛
に
ご
送
付
下
さ
い
。
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國
俵
運
葡

▼
低
肺
機
能
グ
ル
ー
プ
が
全
国
組
織

　

肺
結
核
治
療
の
後
遺
症
な
ど
で
呼
吸
不

全
に
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
の
団
体
、
グ

ル
ー
プ
が
各
地
に
誕
生
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
全
国
団
体
で
あ
る
全
国
低
肺
機
能
者

団
体
連
絡
会
（
仮
称
）
が
十
一
月
一
日
、

名
古
屋
市
で
結
成
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

▼
秋
田
難
病
連
の
事
務
局
移
転

　

事
務
局
が
九
月
一
日
か
ら
秋
田
県
社
会

福
祉
会
館
に
移
転
し
ま
し
た
。
こ
の
建
物

は
地
上
十
階
、
地
下
一
階
の
今
年
八
月
に

完
成
し
た
も
の
で
、
民
間
福
祉
活
動
の
振

興
を
図
る
拠
点
と
し
て
、
ま
た
各
種
相
談
、

リ
ハ
ビ
リ
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
の
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〒
Ｍ
秋
田
市
旭
北
栄
町
一
の
五

　

心
身
障

害
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

含
○
二
四
五
－
二
Ｉ
Ｉ
三
三
九
二

▼
長
野
県
飯
伊
地
区
患
者
交
流
会

　

八
月
三
十
一
日
、
飯
田
市
鼎
公
民
館
で

飯
伊
地
区
第
五
回
患
者
交
流
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
患
者
会
は
、
心
友
会
、

腎
友
会
、
肝
臓
病
の
会
、
糖
尿
病
の
会
、

振
動
病
の
会
、
人
工
肛
門
の
会
、
乳
房
切

除
術
後
の
会
、
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会
。

　

″
手
を
つ
な
ぎ
輪
を
広
げ
よ
う
″
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
医
療
、
福
祉
の
問
題
、
病

院
へ
の
要
望
な
ど
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

▼
宮
崎
県
難
病
連
が
「
つ
ど
い
」

　

九
月
七
日
、
「
難
病
患
者
の
福
祉
を
す

す
め
る
つ
ど
い
」
が
宮
崎
市
総
合
体
育
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
八
団
体
か
ら
六
十
五

名
の
参
加
が
あ
り
、
行
政
側
か
ら
難
病
対

策
の
現
状
、
患
者
側
か
ら
実
態
、
問
題
点
、

体
験
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
地
域
難
病
連
全
国
交
流
会

　

十
月
四
日
、
五
日
に
第
十
五
回
地
難
連

交
流
会
が
福
岡
市
・
福
岡
県
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
十
四
都
道
府
県
か
ら
百
十
名
が

参
加
し
て
開
か
れ
、
各
県
難
病
連
の
組
織

強
化
、
難
病
対
策
に
お
け
る
地
域
格
差
の

解
消
な
ど
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

▼
岡
山
県
北
部
難
病
友
の
会
が
発
足

　

十
月
五
日
津
山
市
・
総
合
福
祉
会
館
に

お
い
て
県
北
部
地
域
の
難
病
者
と
家
族
が

難
病
友
の
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

▼
宮
城
県
難
病
連
結
成

　

県
腎
友
会
、
県
腎
災
：
不
ク
ロ
ー
ゼ
児

を
守
る
会
、
全
国
膠
原
病
友
の
会
宮
城
県

支
部
、
低
肺
機
能
白
鳥
の
会
の
四
団
体
で

準
備
が
す
す
め
ら
れ
、
十
一
月
九
日
に
結

成
総
会
が
開
か
れ
ま
す
。

▼
静
岡
県
難
病
連
が
厚
生
省
へ
陳
情

　

八
月
二
十
二
日
、
三
団
体
十
二
名
で
厚

生
省
に
次
の
よ
う
な
内
容
で
陳
情
し
ま
し

た
。
①
国
立
静
岡
病
院
を
「
神
経
病
セ
ン

タ
ー
」
の
基
幹
施
設
と
し
て
ほ
し
い
②
国

立
湊
病
院
を
地
域
医
療
確
保
の
た
め
、
存

続
さ
せ
て
ほ
し
い
。
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▼
今
年
の
冬
は
寒
く
て
長
い

　
　
　

ご
と
い
う
予
報
が
出
さ
れ
て
、

　
　
　
　

十
月
の
例
年
に
な
い
寒
さ
に

　
　
　

‘

　

思
わ
ず
身
構
え
て
し
ま
い
ま

　
　
　

‘
す
▼
老
健
法
の
審
議
も
い
よ

　
　
　

ン

　

い
よ
始
ま
り
そ
の
動
向
が
気

心
四
六

い
に
な
り
ま
す
考
え
て
み
れ

　

．
．
、
．

　
　

ぱ
目
の
離
せ
な
い
こ
と
ば
か

り
で
す
▼
十
一
月
の
全
国
交
流
集
会
に
は

多
く
の
人
た
ち
が
参
加
し
．
ぜ
ひ
成
功
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

日本の医療、福祉と患者運動を考える

晩秋の熱海温泉で地域
の医療づくりについて
語り合いましょう。

全国交流集会'86
テーマーみんなでつくろう地域の医療－
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プログラム

11 /22(土)・受付開始

　　　　

・全体会

　　　　

・昼

　　

食

　　　　

・記念講演
2 0

3
0
0
0
0
0
0
0

■
Ｉ
Ｉ
欄
・
一
一
一
Ｉ
・

1 5

1 8
8
9

1 2

会
会
食
会
会

・分散
・懇親懇親

朝
全体

11/23日)・

と

　

き：11月２２日(土)～23日(日)

　　　　　　　　

(11時から)

　

(12時まで)

ところ：新熱海ホテル

　　　　　　　　

熱海市和田町12-25

　　　　　　　　

TEL 0557-82-0271

　　　　　

熱海駅からタクシー６、７分

　　　　　

バス…‥部番のりばから天神町または

　　　　　

上天神町下車５分

閉

参加費:10,000円

　　　　

宿泊、３食、懇親会､資料代含む
申込み：ｎ月14日まで事務局に

　　　　

定員130人

圭１

　

日本患者・家族団体協議会束でニニ白濁

'86｡ 11 ｡ 1　JII診參の抑間24



○福祉予算削らないで

目

　

次

17

○連載

　

難病対策15年
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0医療●福祉のうごき

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　

19

0がんばれ患者会

　

こんな活動してます

　

‥‥‥‥‥‥

　

20

○病気なんかに負けないぞ！

○

　

日患協の

１

　
　
　

ｃ
ｓ
j

c
ｓ
j

ｃ
ｓ
j

○だよりの交差点

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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0団体通信

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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